
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�����������
�����������
�����������
�����������

����������������

「
店
舗
に
来
店
さ
れ
る
多
く

の
お
客
様
へ
漁
業
復
活
を
発
信

す
る
と
と
も
に
、
漁
港
の
出
荷

支
援
に
つ
な
げ
た
い
。
一
日
も

早
く
台
風
前
の
通
常
の
姿
に
戻

し
た
い
」
と
室
井
英
男
南
関
東

カ
ン
パ
ニ
ー
商
品
統
括
部
長
は

強
調
し
た
。

電
気
が
復
旧
し
た
勝
山
・
船

形
漁
港
は
１８
日
に
定
置
網
漁
の

水
揚
げ
を
再
開
。
こ
れ
ら
の
鮮

魚
を
順
次
、
千
葉
県
内
の
「
イ

オ
ン
」
「
イ
オ
ン
ス
タ
イ
ル
」

の
店
舗
で
販
売
し
て
い
く
。

勝
山
・
船
形
漁
港
の
魚
を
専

用
コ
ー
ナ
ー
で
販
売
し
て
い
る

イ
オ
ン
津
田
沼
店
は
２０
日
、
前

日
に
水
揚
げ
さ
れ
た
鮮
度
抜
群

の
「
い
な
だ
」「
黒
む
つ
」「
い

さ
き
」「
ご
ま
鯖
」「
太
刀
魚
」

「
き
び
れ
鯛
」「
め
じ
な
」「
真

あ
じ
」
を
販
売
。
い
な
だ
を
そ

の
場
で
刺
身
に
し
て
試
食
販
売

を
展
開
し
て
新
鮮
さ
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
。

丸
物
は
ウ
ロ
コ
・
エ
ラ
と
り
、

内
臓
抜
き
や
二
枚
・
三
枚
お
ろ

し
を
無
料
で
サ
ー
ビ
ス
。
刺
身

や
姿
づ
く
り
も
格
安
で
調
理
す

る
。実

施
店
舗
は
イ
オ
ン
津
田
沼

店
を
は
じ
め
、
イ
オ
ン
マ
リ
ン

ピ
ア
店
、
イ
オ
ン
ス
タ
イ
ル
木

更
津
、
イ
オ
ン
館
山
店
、
イ
オ

ン
ス
タ
イ
ル
君
津
、
イ
オ
ン
富

津
店
。
水
揚
げ
量
に
よ
っ
て
、

千
葉
の
他
店
舗
で
も
販
売
す

る
。「

房
総
半
島
の
海
は
、
内
房

と
外
房
が
あ
る
が
、
特
に
内
房

の
定
置
網
は
鮮
度
が
自
慢
。
新

鮮
で
お
い
し
い
魚
を
味
わ
っ
て

い
た
だ
き
た
い
」（
室
井
部
長
）。

イ
オ
ン
で
は
今
後
、
外
房
も
含

め
再
開
し
た
漁
港
か
ら
順
次
、

鮮
魚
を
調
達
。
漁
港
セ
ー
ル
を

開
始
し
て
い
く
方
針
。

先の台風１５号で備蓄需要も改

めて見直され、依然として需要

が根強い缶詰・びん詰・レトルト

食品の動向を探る。

―
―
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ま
で
１
年
を
切
っ
た
。

開
催
期
間
中
は
交
通
量
の
大
幅

な
増
加
が
必
至
で
、
物
流
業
界

と
し
て
も
適
切
な
対
策
が
求
め

ら
れ
る
。
食
品
の
円
滑
な
流
通

に
向
け
、
東
京
冷
蔵
倉
庫
協
会

会
長
、
東
京
団
地
冷
蔵
社
長
と

し
て
重
要
な
立
場
に
あ
る
。

秋
山
会
長

結
論
と
し
て
い

う
な
ら
、
業
界
側
か
ら
「
こ
の

規
制
は
困
る
」
と
言
え
な
い
。

具
体
的
な
規
制
内
容
が
示
さ
れ

た
段
階
で
、
物
流
業
界
と
し
て

の
対
応
策
を
検
討
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
が
、そ
れ
に
は
荷
主
、

小
売
サ
イ
ド
等
と
の
連
携
が
不

可
欠
。扱
う
の
が
食
品
だ
け
に
、

い
か
な
る
規
制
下
に
あ
っ
て
も

「
円
滑
な
流
通
」
を
確
保
す
る

と
い
う
の
が
基
本
的
な
考
え

だ
。業
界
に
対
す
る
一
定
の「
優

先
」
や
「
配
慮
」
を
求
め
る
こ

と
は
考
え
ら
れ
る
。

―
―
開
催
期
間
中
は
都
内
を

中
心
に
交
通
量
の
増
加
が
予
想

さ
れ
る
。
７
月
２４
日
、
２６
日
に

本
番
を
想
定
し
た
大
規
模
交
通

規
制
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
を

ど
う
受
け
止
め
た
か
。

秋
山

一
つ
の
参
考
に
は
な

っ
た
と
思
う
。
既
に
１０
月
２２
日

の
「
即
位
礼
正
殿
の
儀
」
も
規

制
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
、
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
１
～
２
日
で
は
な
い
。
開
催

期
間
が
長
期
に
及
び
、
規
制
に

よ
る
影
響
も
こ
れ
ま
で
の
比
で

は
な
く
な
る
。
選
手
村
か
ら
各

競
技
会
場
に
向
け
て
の
道
路
は

何
ら
か
の
規
制
が
行
わ
れ
る
だ

ろ
う
し
、
五
輪
専
用
道
路
の
設

置
も
想
定
さ
れ
る
。
都
内
の
臨

海
地
区
は
「
封
鎖
状
態
」
「
通

行
止
め
」
「
車
線
規
制
」
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。

―
―
「
食
品
流
通
」
は
確
保

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
規

制
の
対
象
外
と
な
る
車
両
が
あ

っ
て
然
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

秋
山

冷
蔵
倉
庫
業
界
と
し

て
は
、
今
後
明
ら
か
に
な
る
規

制
内
容
を
踏
ま
え
、
荷
主
、
小

売
と
の
協
議
を
行
い
、
で
き
る

限
り
流
通
に
支
障
を
生
じ
さ
せ

な
い
よ
う
、
様
々
な
対
応
を
考

え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

具
体
的
に
は
在
庫
の
調
整

（
前
倒
し
、
後
ろ
倒
し
納
品
、

集
荷
）
や
配
送
時
間
の
変
更
、

時
差
配
送
、
ま
と
め
配
送
、
共

同
輸
配
送
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
を
ど
う
円
滑
に
進

め
て
い
く
か
が
今
後
の
検
討
内

容
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
荷
主

・
運
送
業
者
と
の
連
携
は
必
要

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。

―
―
会
員
か
ら
不
安
の
声
は

な
い
か
？

秋
山

今
の
段
階
で
、
具
体

的
に
は
挙
が
っ
て
い
な
い
が
、

今
後
、
規
制
内
容
が
明
ら
か
に

な
れ
ば
、
出
て
く
る
か
も
し
れ

な
い
。
規
制
内
容
の
変
更
を
求

め
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
円
滑

な
食
品
物
流
を
確
保
す
る
た
め

の
要
望
点
が
生
じ
れ
ば
、
東
冷

倉
と
し
て
行
政
お
よ
び
「
２
０

２
０
Ｔ
Ｄ
Ｍ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
働
き
か
け
る
。

―
―
五
輪
が「
働
き
方
改
革
」

「
物
流
効
率
化
」
の
レ
ガ
シ
ー

（
遺
産
）
に
つ
な
が
れ
ば
、
と

前
向
き
に
と
ら
え
る
見
方
も
あ

る
。
秋
山
氏
自
身
、
五
輪
開
催

を
ど
う
受
け
止
め
る
？

秋
山

冷
蔵
倉
庫
・
低
温
物

流
業
界
が
五
輪
開
催
に
よ
っ
て

物
流
生
産
性
の
向
上
を
実
現
す

る
契
機
に
な
れ
ば
、
業
界
に
と

っ
て
も
有
意
義
な
こ
と
だ
と
思

う
。
た
だ
、
「
働
き
方
改
革
」

は
企
業
レ
ベ
ル
で
既
に
取
り
組

み
が
進
ん
で
お
り
、
一
定
の
成

果
を
も
た
ら
し
て
い
る
事
例
も

数
多
く
出
て
い
る
。

五
輪
が
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う

が
、「
働
き
方
改
革
」「
物
流
効

率
化
」
は
業
界
に
と
っ
て
今
後

も
恒
常
的
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
テ

ー
マ
だ
。

―
―
特
に
冷
蔵
倉
庫
業
界
は

今
、
深
刻
な
「
人
手
不
足
」
に

直
面
し
て
い
る
。

秋
山

人
手
が
足
り
な
い
ば

か
り
に
作
業
が
滞
り
、
結
果
と

し
て
生
産
性
向
上
に
支
障
を
来

た
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
数
多
く

見
ら
れ
る
。こ
の
ほ
か
に
も「
施

設
の
経
年
化
」
「
新
た
な
建
設

用
地
の
確
保
」
「
フ
ロ
ン
冷
媒

問
題
」
「
電
気
料
金
の
高
騰
」

な
ど
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
お

り
、
こ
う
し
た
一
つ
ひ
と
つ
の

課
題
を
乗
り
越
え
る
こ
と
な
く

し
て
、
業
界
の
将
来
を
展
望
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

五
輪
が
「
働
き
方
改
革
」
で

新
た
な
成
果
を
も
た
ら
す
こ
と

に
は
大
い
に
期
待
す
る
が
、
そ

れ
と
同
時
に
直
面
す
る
諸
課
題

へ
の
対
応
が
急
務
で
あ
る
こ
と

も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
契
機
に
、
冷
蔵
倉
庫
業

界
の
仕
事
を
進
化
・
変
革
さ
せ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

（
聞
き
手
・
越
川
宏
昭
本
紙

会
長
）

※
随
時
掲
載

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
は
、
台
風
１５
号
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
千
葉
県
鋸

南
町
の
勝
山
漁
港
や
、
館
山
市
の
船
形
漁
港
が
再
開
し
た
こ
と
を
受
け
、

２
漁
港
に
水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮
な
魚
を
販
売
す
る
「
勝
山
・
船
形
漁
港
セ

ー
ル
」
を
千
葉
県
習
志
野
市
の
イ
オ
ン
津
田
沼
店
な
ど
県
内
６
店
舗
で
２０

日
開
始
し
た
。

大
日
本
水
産
会
の
白
須
敏
朗

会
長
を
は
じ
め
と
す
る
水
産
関

係
団
体
役
員
・
企
業
代
表
な
ど

計
１９
名
は
１７
日
、
江
藤
拓
農
林

水
産
大
臣
に
表
敬
訪
問
を
行
っ

た
。白

須
会
長
は
、「
人
」「
船
」

「
資
源
」
に
関
す
る
構
造
改
革

に
つ
い
て
、
大
臣
の
地
元
・
宮

崎
で
の
事
例
を
元
に
、
漁
船
乗

組
員
確
保
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

環
と
し
て
の
宮
崎
海
洋
高
校
へ

の
働
き
か
け
、
宮
崎
県
下
の
近

か
つ
船
な
ど
に
よ
る
「
も
う
か

る
漁
業
」を
使
っ
た
代
船
建
造
、

マ
リ
ン
・
エ
コ
ラ
ベ
ル
・
ジ
ャ

パ
ン
（
Ｍ
Ｅ
Ｌ
）
が
国
際
認
証

Ｇ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
取
得
間
近
で
あ
る
こ

と
な
ど
を
挙
げ
、
「
こ
れ
ら
に

つ
い
て
頑
張
っ
て
お
り
、
ぜ
ひ

大
臣
の
お
力
添
え
を
お
願
い
し

た
い
」
と
述
べ
た
。

江
藤
大
臣
は
「
自
分
の
生
ま

れ
は
門
川
町
で
、
漁
業
に
関
し

て
は
そ
れ
な
り
に
現
場
感
覚
を

持
っ
て
い
る
。
若
い
人
た
ち
に

夢
を
持
っ
て
漁
業
に
参
入
し
て

も
ら
う
に
は
、
居
住
環
境
が
改

善
さ
れ
、
最
新
機
器
を
装
備
し

た
新
鋭
船
へ
の
代
船
建
造
が
必

要
で
あ
る
」
と
答
え
た
。

表
敬
メ
ン
バ
ー
は
次
の
通
り

（
順
不
同
、
敬
称
略
）
。
▽
日

本
水
産
社
長
・
的
埜
明
世
▽
マ

ル
ハ
ニ
チ
ロ
社
長
・
伊
藤
滋
▽

（
一
社
）
海
洋
水
産
シ
ス
テ
ム

協
会
会
長
・
津
端
英
樹
▽
（
一

社
）
全
国
い
か
釣
り
漁
業
協
会

会
長
・
重
義
行
▽
全
国
漁
業
協

同
組
合
連
合
会
参
事
・
檜
垣
浩

輔
▽
（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
会
長
・
橋
本
牧
▽
全
国
さ

ん
ま
棒
受
網
漁
業
協
同
組
合
専

務
・
大
石
浩
平
▽
全
国
水
産
加

工
業
協
同
組
合
連
合
会
会
長
・

中
山
嘉
昭
、
同
常
務
・
提
坂
猛

▽
（
一
社
）
全
国
底
曳
網
漁
業

連
合
会
会
長
・
富
岡
啓
二
▽（
一

社
）
全
国
ま
き
網
漁
業
協
会
専

務
・
武
井
篤
▽
日
本
か
つ
お
・

ま
ぐ
ろ
漁
業
協
同
組
合
常
務
・

土
屋
和
▽
日
本
漁
船
保
険
組
合

会
長
・
三
宅
哲
夫
▽
（
一
社
）

日
本
ト
ロ
ー
ル
底
魚
協
会
会
長

・
吉
田
光
�
▽
大
日
本
水
産
会

会
長
・
白
須
敏
朗
、
同
専
務
・

内
海
和
彦
、
同
常
務
・
長
岡
英

典
、
同
常
務
・
小
林
憲
、
同
漁

政
部
部
長
代
理
・
平
井
克
則

Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ａ
（
国
際
水
産
団
体

連
合
）年
次
総
会
、
Ｆ
Ａ
Ｏ（
国

連
食
料
農
業
機
関
）
水
産
部
局

と
Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ａ
の
意
見
交
換
会
が

１１
～
１２
日
、
イ
タ
リ
ア
の
ロ
ー

マ
で
行
わ
れ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ａ
は

各
国
の
水
産
団
体
を
会
員
と
す

る
非
政
府
組
織
。
海
洋
は
世
界

人
類
の
た
め
の
主
要
な
食
料
資

源
と
い
う
理
念
を
掲
げ
る
。

８
月
の
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
（
ワ
シ

ン
ト
ン
条
約
）
会
合
で
ア
オ
ザ

メ
の
付
属
書
Ⅱ
へ
の
掲
載
が
採

択
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
生
物
多

様
性
条
約
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
）
の
枠
組

み
の
下
、
海
洋
保
護
区
（
Ｍ
Ｐ

Ａ
）
を
拡
大
す
る
流
れ
に
あ
る

こ
と
を
受
け
、
日
本
は
「
海
洋

水
産
資
源
の
持
続
的
な
利
用

は
、
世
界
の
食
料
保
障
お
よ
び

栄
養
、
途
上
国
を
は
じ
め
と
す

る
沿
岸
域
で
の
生
活
の
糧
に
貢

献
す
る
。
資
源
の
持
続
可
能
な

利
用
を
行
う
漁
業
活
動
は
、
不

合
理
に
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
は

な
い
」
と
す
る
決
議
を
提
案
。

Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ａ
メ
ン
バ
ー
か
ら
賛
同

を
得
た
。

日
本
か
ら
は
大
日
本
水
産
会

の
白
須
敏
朗
会
長
、
松
本
冬
樹

調
査
役
、
日
本
ト
ロ
ー
ル
底
魚

協
会
の
吉
田
光
�
会
長
、
Ｏ
Ｐ

Ｒ
Ｔ
（
責
任
あ
る
ま
ぐ
ろ
漁
業

推
進
機
構
）
の
長
畠
大
四
郎
専

務
、
マ
リ
ン
・
エ
コ
ラ
ベ
ル
・

ジ
ャ
パ
ン
（
Ｍ
Ｅ
Ｌ
）
協
議
会

の
須
藤
佳
澄
部
長
が
出
席
し

た
。

大
水
白
須
会
長
「
科
学

に
立
脚
し
た
議
論
を
」

１９
日
に
会
見
し
た
白
須
会
長

は
「
Ｍ
Ｐ
Ａ
拡
大
を
扱
う
国
際

会
合
や
国
連
Ｂ
Ｂ
Ｎ
Ｊ
（
国
家

管
轄
圏
外
水
域
に
お
け
る
海
洋

生
物
多
様
性
協
定
）
会
合
で
、

既
存
の
Ｒ
Ｆ
Ｍ
Ｏ
（
地
域
漁
業

管
理
機
関
）
の
取
り
組
み
を
踏

み
に
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
主

張
し
た
。
ま
た
、
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｓ

関
連
で
は
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
専
門
家

パ
ネ
ル
の
見
解
を

尊
重
し
、
科
学
に

立
脚
す
べ
き
と
い

う
決
議
案
に
賛
同

を
得
た
こ
と
は
、

こ
う
し
た
動
き
に

歯
止
め
を
か
け
る

意
味
か
ら
も
一
歩

前
進
だ
っ
た
」
と

総
括
し
た
。

水
産
庁
と
国
土
交
通
省
が
実
施
し
た
「
平

成
３０
年
度
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
全
国
実
態
調

査
」
に
よ
る
と
、
放
置
艇
は
約
７
万
隻
（
全

体
の
４４
％
）
で
、
前
回
（
平
成
２６
年
度
）
と

比
べ
て
約
１
万
７
０
０
０
隻
減
少
し
た
。

プ
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
を
利
用

し
た
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
が
盛

ん
に
な
る
に
つ
れ
て
、
許
可
を
得
ず
に
係
留

・
保
管
し
て
い
る
放
置
艇
が
多
く
見
受
け
ら

れ
る
が
、
船
舶
の
運
航
障
害
、
自
然
災
害
時

の
船
舶
流
出
に
よ
る
被
害
、
景
観
の
悪
化
な

ど
、
放
置
艇
に
よ
る
様
々
な
問
題
が
表
面
化

し
て
い
る
。
港
湾
・
河
川
・
漁
港
に
お
け
る

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
実
態
を
網
羅
的
に
把

握
す
る
こ
と
で
、
放
置
艇
の
解
消
を
め
ざ
し

て
い
る
。

調
査
に
よ
る
と
、
港
湾
・
河
川
・
漁
港
に

係
留
・
保
管
さ
れ
て
い
る
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト

は

１６

万

隻

で
、
前
回
調
査

と
比
べ
て
１
万

７
０
０
０
隻
減

少
し
た
。
こ
の
う
ち
許
可
を
得
て
係
留
・
保

管
し
て
い
る
も
の
は
前
回
調
査
と
ほ
ぼ
同
数

の
約
９
万
隻
、
放
置
艇
は
１
万
７
０
０
０
隻

減
の
７
万
隻
と
な
っ
た
。
放
置
艇
の
全
体
割

合
は
４４
％
で
前
回
調
査
よ
り
５
％
減
少
し

た
。

２０
日
に
幕
開

け
を
し
た
ラ
グ

ビ

ー

Ｗ

カ

ッ

プ
、
そ
し
て
来

年
は
東
京
五
輪

・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
と
ビ
ッ
グ

イ
ベ
ン
ト
が
相

次
ぎ
、
訪
日
客
の
大
幅
増
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。
人
手
不

足
の
も
と
、
働
き
方
改
革
が

求
め
ら
れ
る
我
が
国
で
は
食

の
需
要
増
に
ど
う
対
応
す
る

の
か
、
外
食
産
業
は
重
い
課

題
に
直
面
し
て
い
る
。

先
般
都
内
で
開
か
れ
た
業

務
用
卸
久
世
の
展
示
会
で
は

ま
さ
に
そ
う
い
っ
た
課
題
へ

の
解
決
策
を
提
案
し
て
来
場

者
の
関
心
を
集
め
て
い
た
。

題
し
て
「
人
手
不
足
改
革
」。

さ
ら
に
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
あ
げ
ろ
」
と
い
う
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
が
つ
い
て
い
る
。

会
場
で
は
「
効
率
簡
便
」

「
高
付
加
価
値
」
「
高
齢
化
」

「
健
康
」
の
４
つ
の
キ
ー
ワ

ー
ド
に
沿
っ
て
様
々
な
提
案

が
あ
っ
た
。
中
で
も
強
調
さ

れ
た
の
が
「
効
率
簡
便
」
。

仕
込
み
い
ら
ず
の
和
惣
菜
、

使
い
た
い
と
き
に
使
え
る
冷

凍
フ
ル
ー
ツ
、
そ
し
て
非
加

熱
、
包
丁
い
ら
ず
、
レ
ン
ジ

対
応
と
い
っ
た
切
り
口
で

様
々
な
展
示
が
行
わ
れ
た
。

時
宜
を
得
た
こ
れ
ら
の
提

案
を
生
み
出
し
た
の
は
「
久

世
女
子
」
と
呼
ば
れ
る
女
性

社
員
た
ち
だ
。
毎
年
春
秋
の

２
回
行
う
展
示
会
の
た
め
に

知
恵
を
絞
る
。
長
年
、
顧
客

の
た
め
に
研
究
し
て
き
た
成

果
が
実
を
結
ん
で
い
る
。

男
目
線
の
食
提
案
は
ど
う

に
も
行
き
届
か
な
い
。
そ
こ

を
女
子
目
線
で
き
め
細
か
く

対
応
し
た
の
が
久
世
の
売
り

で
あ
る
。

外
食
産
業
の
調
理
場
で
足

り
な
い
人
手
を
知
恵
で
補

う
。
そ
の
お
手
伝
い
を
久
世

が
し
ま
す
よ
と
い
う
呼
び
か

け
が
新
鮮
だ
っ
た
。

〒１４０-０００２ 東京都品川区東品川２-２-２０（天王洲オーシャンスクエア）

TEL０３-３４５８-３５２４ FAX０３-３４５８-４５５７

●札 幌 TEL.011(261)3103 ●仙 台 TEL.022(726)5092

●名古屋 TEL.052(681)0106 ●大 阪 TEL.06(6398)0755

●下 関 TEL.083(222)3471 ●福 岡 TEL.092(721)0999
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株株式式会会社社 水水 産産 タタ イイ ムム ズズ 社社
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年年間間購購読読料料３３００，，３３６６００円円（（税税別別））

台
風
被
害
の
漁
港
再
開
で
セ
ー
ル

中央が白須会長

イイオオンン

張り切るスタッフ

健全な漁業存続
を求めて決議

千
葉「
勝
山
・
船
形
漁
港
」の
鮮
魚
販
売

ＩＣＦＡ

人・船・資源の構造改革へ支援求める

江藤農水大臣を表敬

江藤大臣（前列左から６人目）と握手す

る白須会長（同左）

ホームページ http : // www. suisantimes. co. jp /
Ｅ メ ー ル suisan @suisantimes. co. jp

大日本水産会

水揚げが再開された漁港から新鮮な魚が届く

Ｉ
Ｃ
Ｆ
Ａ
総
会
風
景

放
置
艇
１
・
７
万
隻
減

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
調
査

東東東東東東京京京京京京五五五五五五輪輪輪輪輪輪とととととと食食食食食食品品品品品品流流流流流流流流流流流流通通通通通通通通通通通通

荷
主
・
運
送
業
者
と

の
連
携
が
不
可
欠

双眼鏡

東京冷蔵倉庫協会

秋山真人会長

２～３面

４面

規
制
内
容
踏
ま
え

「
万
全
の
態
勢
」を

シリーズ

マリンフーズ特集

「
円
滑
な
物
流
確
保
」最
優
先
に

缶詰・びん詰・レトルト特集

あきやま・まさと 昭和３２年

５月生まれ。ニチレイログルー

プ本社執行役員、ロジスティク

ス・ネットワーク社長、ニチレ

イロジグループ本社専務などを

経て、東京団地冷蔵社長。昨年

５月から東京冷蔵倉庫協会会長。

五
輪
を
機
に
仕
事

の
進
化
・
変
革
を

今週の紙面


